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話
の
中
心
は
伊
勢
神
宮
と
大
中
臣
家
の
人
々
で
あ
る
と
い
う
点
も

明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
本
文
と
そ
の
問
題
点

　

ま
ず
は
本
話
の
本
文
を
提
示
す
る
。
底
本
は
甲
門
第
一
類
第
一

種
本
で
あ
る
近
衛
家
本（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
本
）を
用

い
）
1
（

る
。

　

祭
主
神
祇
伯
親
定
、
伊
勢
国
、
岩い

は

出で

と
い
ふ
所
に
堂
を
建た

て
てゝ

、
瞻
西
上
人
を
請
じ
て
供
養
を
遂と

げ
けゝ

り
。
其
の4

布
施

に
て
ぞ
、
雲
居
寺
を
ば
造
畢
せ
ら
れ
け
る
。
彼
の4

上
人
、
歌

を
好こ
の

ま
れ
け
れ
ば
、
時
の
歌
詠よ

み
常つ
ね

に
寄よ

り
合あ

ひ
て
和
歌
の

会
あ
り
け
り
。
和
歌
の
曼
陀
羅
を
図
絵
し
て
過
去
七
仏
を
書

き4

た
て
ま
つ
り
、
又
卅
六
人
の
名
字
を
書か

き
著あ
ら
はせ
り
。
又

「
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
」
の
文
を
銘
に
書か

かゝ

れ
た
る
色
紙

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、『
古
今
著
聞
集
』（
以
下
『
著
聞
集
』）巻
第
五
・
和

歌
第
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
第
一
六
四
話
「
雲
居
寺
の
瞻
西
上
人

と
和
歌
曼
陀
羅
」
説
話
に
関
す
る
考
察
を
お
こ
な
う
。
和
歌
第
六

に
収
め
ら
れ
て
い
る
説
話
で
あ
る
が
、
和
歌
そ
の
も
の
は
一
首
も

登
場
し
な
い
。
代
わ
り
に
和
歌
曼
陀
羅
と
い
う
も
の
の
由
来
や
現

状
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
登
場
す
る
人
物
は
主
に
大
中
臣
家

の
人
々
と
瞻
西
上
人
で
あ
る
が
、
末
尾
に
『
著
聞
集
』
編
者
橘
成

季
が
登
場
す
る
珍
し
い
形
を
と
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
登
場
人

物
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
説
話
中
の
出
来
事
が
い
つ
ご
ろ
の
こ

と
で
あ
る
か
の
推
定
、
ま
た
な
ぜ
橘
成
季
が
本
話
を
こ
の
部
分
に

収
録
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
ま
た
瞻
西
や
和
歌
曼
陀
羅
と

い
っ
た
仏
教
に
関
す
る
事
項
と
、
大
中
臣
家
や
伊
勢
神
宮
と
い
っ

た
神
道
に
関
す
る
事
項
が
混
在
し
て
い
る
話
で
あ
る
。
し
か
し
本

『
古
今
著
聞
集
』「
和
歌
曼
陀
羅
」
説
話
の
考
察 

　

―
　

本
話
収
録
事
情
と
編
者
橘
成
季
の
登
場
理
由
　

―
　

島　

田　
　

遼
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（
前
略
）挺
挺
頼
基﹇
当
流
始
而
任
神
祇
副
官
始
而
補
祭
主　

従
四
下
、
在
任
廿
ヶ
年
、
祭
主
、
神
大
﹈挺
挺
能
宣﹇
後
撰

集
撰

者
、
在
任
廿
年
、
神
大
、
蔵
人
、

祭
主
、
正
四
下
、
号
三
条　
　

﹈
挺
挺
輔
親﹇
在
任
卅
九
年
、
勘
解
由
長
官
、
神
祇
伯
蔵

人
、
祭
主
、
正
三
、
皇
后
宮
亮
、
侍
従
、

当
流
始
而
上
階
、

昇
殿
、
号
四
条

﹈挺
挺
伊
勢
大
輔

挺
輔
隆﹇
従
五
下

先
父
亡
﹈

挺
輔
経﹇
在
任
十
四
年
、
神
大
、

祭
主
、
従
四
上　
　

﹈
挺
挺
親
定﹇
美
乃
権
守
、

神
伯
大
、
祭

主
、

従
三
﹈挺
挺
親
仲﹇
神
権
大
、
正

四
下
祭
主　

﹈挺
挺
親
隆﹇
号
山
幡
、
神
大
、
祭
主
、
正

三
、
母
従
五
上
橘
宗
季
女　

﹈挺

挺
能
隆﹇
在
任
廿
九
年
、
神
大
、
祭
主
従
二
、

当
流
始
而
二
位
、
母
卜
部
兼
文
女

﹈挺
挺（
後
略
）

挺挺挺

こ
れ
に
よ
る
と
親
定
は
大
中
臣
輔
親
の
孫
に
あ
た
り
、
親
定
の
子

が
親
仲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
箇
所
頭
注
に
は
「
輔
経
、
按
中

臣
氏
系
図
祭
主
補
任
神
宮
例
文
実
父
輔
隆
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
る
と
親
定
は
輔
親
の
曾
孫
に
あ
た
る
こ
と
と
な
る
。「
親
経
」

「
親
守
入
道
」
の
名
は
見
え
な
い
。

　

よ
り
詳
細
を
知
る
た
め
に
『
中
臣
氏
系
）
3
（

図
』
を
見
て
み
よ
う
。

（
前
略
）挺
挺
頼
基
挺
挺
能
宣
挺
挺
輔
親
挺
挺
輔
隆
挺
挺
輔
経

挺
挺
親
定﹇
祭
主
従
三
位
。
母
一
門
兼
興
朝
臣
女
、
勘
ヶ
由
判
官
、
美
乃
権
守
、
権
少
副
、

少
副
、
大
副
、
神
祇
伯
、
造
内
宮
使
、
保
安
三
正
廿
八
薨　

八
十　

勝
善
寺
建

立也
﹈挺
挺
親
仲﹇
権
大
副
正
四
位
下
。
母
石
見
守
三
善
章
経
女
。
伊
世
守
、
常
陸
守
、
造

内
外
宮
使
、
依
目
労
不
達
先
途
云
々
、
保
延
六
九
廿
九
卒　

六
十
八　

﹈

挺
挺
親
隆（
後
略
）

こ
の
系
図
に
よ
れ
ば
や
は
り
親
定
は
輔
親
の
曾
孫
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
「
親
経
」「
親
守
入
道
」
の
名
は
出
て
こ
な
い
が
、
同

系
図
の
別
の
箇
所
に
は
、
二
人
が
登
場
す
）
4
（

る
。

形
あ
り
。
義
房
公
ぞ
清
書
し
た
ま
ひ
け
る
。

　

又
件
の4

曼
陀
羅
は
本
寺
の
重
宝
に
て
あ
る
べ
き
を
、
い
か

な
り
け
る
事
に
か
、
神
祇
大
副
親
仲
造
宮
の
時
、
子
息
土
左

権
守
親
経
が
元も
と

へ
売う

り
て
来き
た

れ
り
け
る
を
、
銭
廿
貫
に
て
買

ひ4

留と
ゞ

め
て
け
り
。
相
伝
し
て
親
守
入
道
が
元も
と

に
あ
り
。
建
長

元
年
九
月
、
外
宮
遷
宮
に
、
予
参
向
の
時
此
の4

曼
陀
羅
を
請こ

ひ
出
し
て
拝を
が

み
た
て
ま
つ
り
て
、
之
を
記
す
。

　

以
上
が
本
話
の
本
文
で
あ
る
。

　

問
題
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
登
場
人
物
た
ち
は
何
者

で
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
関
係
な
の
か
。
ま
た
、
人
物
関
係
な
ど
か

ら
で
き
ご
と
の
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
な
ぜ
『
著
聞
集
』
の
こ
の
部
分
に
本
話
が
収
録
さ
れ
て
い

る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
考
察
し
て
ゆ
く
。

二
　
登
場
人
物

（
一
）大
中
臣
氏
の
人
々

　

本
話
の
登
場
人
物
の
う
ち
、
中
心
と
な
る
大
中
臣
氏
の
人
々
か

ら
見
て
ゆ
こ
う
。
登
場
す
る
の
は
「
親
定
」「
親
仲
」「
親
経
」

「
親
守
入
道
」
で
あ
る
。
ま
ず
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
彼
ら
は
ど
う

記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
尊
卑
分
脈
』
の
「
中
臣
氏
」

の
）
2
（

項
を
見
る
と
、
次
の
系
図
が
載
る
。
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隆
弟
、
祭
主
廿
五
代
大
蔵
少
丞
、
神
祇
大
副
従

四
位
上
、
永
保
元
年
三
月
廿
三
日
卒
。
七
十
二
。﹈挺
挺
親
定﹇
祭
主
卅
七
代
、
文
章
生
勘

解
由
判
官
、
神
祇
大
副
伯

美
濃
権
守
、保
安
三
年
正

月
廿
八
日
卒
。
年
八
十
。﹈挺
挺
親
仲﹇
権
大
副
正

四
位
下

﹈挺
挺
親
章

挺
親
隆﹇
正
三
位
祭
主
四
十

三
代
、
神
祇
少
祐

大
副
、
文
治
三
年
九
月
廿
九
日

卒
。
年
八
十
三
。
法
名
静
西
。﹈挺
挺（
後
略
）

挺挺

　

親
仲
以
降
の
『
著
聞
集
』
本
話
関
連
人
物
は
見
ら
れ
な
い
。
親

仲
、
親
経
、
親
守
入
道
に
関
し
て
は
情
報
が
少
な
い
が
、
親
定
は

鳥
羽
天
皇
の
御
代
に
公
卿
に
な
っ
て
い
る
の
で
比
較
的
詳
細
が
判

明
す
）
7
（

る
。

嘉
承
三
年
戊
子（
一
一
〇
八
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

十
一
月
廿
日
叙
。
祭

主
神
祇
大
副
如
元
。
祭
主
正
四
位
下
行
神
祇
大
副
輔
経

朝
臣
一
男
。
母
。

治
暦
二
年
九
十
三
補
文
章
生
。
延
久
三
年
十
一
十
八
任
勘

解
由
判
官
。
承
暦
二
十
一
十
六
従
五
下（
皇
后
宮
御
給
）。

同
四
二
十
六
従
五
上
。
同

―
神
祇
権
少
副
。
寛
治
五
八

六
為
祭
主
。
同
十
二
月
九
転
大
副
。
同
六
正
七
従
四
下
。

同
八
正
五
従
四
上
。
嘉
保
三
正
五
正
四
下（
太
神
宮
修
理

賞
）。
嘉
承
二
二
廿
正
四
上
。
同
三
十
一
廿
従
三
位
。
祭

主
神
祇
大
副
如
元
。

天
仁
二
年
己
丑（
一
一
〇
九
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
大
副

（
前
略
）挺
挺
輔
経﹇
祭主
﹈挺
挺
親
定﹇
祭主
﹈挺
挺
親
仲
挺
挺
親
経

﹇
土
佐
権
守
従
五
下
、
承
安
二
十
一
四

出
家
、
治
承
二
十
一
卒　

八
十
二

﹈挺
挺
経
隆

挺
国
親﹇
散位
﹈挺
挺
親
守﹇
権
少
副
従

五
下
、
元

隆国
﹈挺
挺（
後
略
）

挺挺

こ
の
部
分
に
よ
る
と
、
親
経
は
親
仲
の
子
、
親
守
入
道
は
親
経
の

孫
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
親
守
入
道
は
元
の
名
を
隆
国
と
い

っ
た
よ
う
だ
が
、「
隆
国
」
と
い
う
名
も
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
見

え
な
い
。

　

も
う
一
つ
『
大
中
臣
系
）
5
（
図
』
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
前
略
）挺
挺
頼
基
挺
挺
能
宣
挺
挺
輔
親
挺
挺
輔
隆
挺
挺
輔
経

﹇
大
蔵
丞
叙
爵
祭
主
大
副
、
従
四
位
上
。
祖
父

為
子
。
康
平
承
暦
造
外
宮
使
。
永
保
元
年
卒
。﹈挺
挺
親
定﹇
祭
主
伯
従
三
位
元
文
章
生
。

勘
解
由
判
官
。
依
造
違
正

殿
。
承
保
□
造
宮

使
。保
安
三
年
薨
。﹈挺
挺
親
仲﹇
伊
勢
守
常
陸
介
大
副
正
四
位
下
。
嘉

保
造
宮
使
。
保
延
永
久
造
外
宮
使
。
﹈挺
挺
親
経

挺
挺
国
親
挺
挺
親
守﹇
権
少
副
一
所

昇
殿
。
出
家
。﹈挺
挺（
後
略
）

こ
の
『
大
中
臣
系
図
』
に
よ
る
と
、
親
経
は
親
仲
の
四
男
に
あ
た

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
親
守
入
道
は
親
経
の
孫
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
。
同
書
に
載
る
も
う
一
つ
の
『
大
中
臣
氏
系
）
6
（

図
』
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）挺
挺
能
宣
挺
挺
輔
親
挺
挺
輔
隆﹇
従
五

位
下
﹈挺
挺
輔
経﹇
イ輔
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元
永
二
年
己
亥（
一
一
一
九
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。

元
永
三
年
庚
子（
一
一
二
〇
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。

保
安
二
年
辛
丑（
一
一
二
一
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。

保
安
三
年
壬
寅（
一
一
二
二
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
二

月
廿
八
日
薨
。

ま
た
『
二
所
太
神
宮
例
文
』「
第
八　

祭
主
次
）
8
（

第
」
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

親号
岩
出
伯定　

輔
経
一
男
。
寛
治
五
年
八
月
任
。
超
二
人
。
在
任
卅

二
年
。
任
美
濃
権
守
。
保
安
三
年
正
月
廿
八
日
薨
。

従
三
位
。

（
中
略
）

親岩出
章
号
南
三
位
四
十

親
定
卿
一
男
。
神
祇
大
副
親
仲
雖
為
三
男
為
嫡
子
。

保
元
二
年
八
月
任
。
永
暦
二
年
正
月
廿
五
日
卒
。
五

十
九
。
在
任
五
年
。

親
章
に
関
し
て
は
本
話
に
登
場
し
な
い
が
、
親
定
の
孫
で
あ
っ
た

が
、
親
定
の
嫡
子
と
な
り
、
祭
主
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
仁
三
年
庚
寅（
一
一
一
〇
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
大
副

天
永
二
年
辛
卯（
一
一
一
一
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

神
祇
大
副
。
祭
主
。

十
二
月
廿
六
日
転
伯
。

天
永
三
年
壬
辰（
一
一
一
二
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。

天
永
四
年
癸
巳（
一
一
一
三
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。

永
久
二
年
甲
午（
一
一
一
四
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
正

月
廿
二
日
兼
美
乃
権
守
。

永
久
三
年
乙
未（
一
一
一
五
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
美

乃
権
守
。

永
久
四
年
丙
申（
一
一
一
六
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
美

乃
権
守
。

永
久
五
年
丁
酉（
一
一
一
七
）

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
美

乃
権
守
。

永
久
六
年
戊
戌（
一
一
一
八
）

　
　

非
参
議　

従
三
位　

大
中
親
定　

祭
主
。
神
祇
伯
。
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る
。
嘉
保
三
年（
永
長
元
年
／
一
〇
九
六
）正
月
五
日
、
太
神
宮
修

理
の
賞
と
し
て
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
。
嘉
承
二
年（
一
一
〇
七
）

二
月
二
十
日
正
四
位
上
に
叙
さ
れ
る
。
同
三
年（
一
一
〇
八
）十
一

月
二
十
日
従
三
位
に
叙
さ
れ
、
翌
年
天
仁
二
年（
一
一
〇
九
）鳥
羽

天
皇
の
御
代
に
非
参
議
な
が
ら
公
卿
に
名
を
連
ね
る
。
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）十
二
月
二
十
六
日
神
祇
伯
に
任
じ
ら
れ
る
。
永
久
二

年（
一
一
一
四
）正
月
二
十
二
日
神
祇
伯
と
兼
官
で
、
美
濃
権
守
に

任
じ
ら
れ
る（
同
五
年
／
一
一
一
七
ま
で
）。
保
安
三
年（
一
一
二

二
）二
月
二
十
八
日
薨
ず（『
中
臣
氏
系
図
』
で
は
正
月
二
十
八
日

と
す
る
）。
享
年
八
〇
。
ま
た
『
中
臣
氏
系
図
』
に
は
「
勝
善
寺

建
立
也
」
と
あ
る
が
、
勝
善
寺
と
い
う
寺
を
建
て
て
そ
こ
に
葬
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

○
大
中
臣
親
仲

　

延
久
五
年（
一
〇
七
三
）生
、
保
延
六
年（
一
一
四
〇
）九
月
二
十

九
日
没
。
六
十
八
歳
。
父
は
大
中
臣
親
定
、
母
は
石
見
守
三
善
章

経
女
だ
と
い
う
。
伊
勢
守
、
常
陸
守（『
大
中
臣
系
図
』
に
よ
れ
ば

介
。
三
章
で
扱
う
源
俊
頼
の
『
散
木
奇
歌
集
』
の
異
本
『
源
木
工

集
』
の
記
述
か
ら
も
、
守
で
よ
い
だ
ろ
う
）を
歴
任
、
神
祇
権
大

副
に
任
じ
ら
れ
る
。
正
四
位
下
に
至
る
。『
大
中
臣
氏
系
図
』
に
、

「
嘉
保
造
宮
使
。
保
延
永
久
造
外
宮
使
」
と
あ
る
が
、
嘉
保
二
年

（
一
〇
九
五
）九
月
に
内
宮
遷
宮
、
永
久
二
年（
一
一
一
四
）九
月
に

内
宮
遷
宮
、
同
四
年（
一
一
一
六
）外
宮
遷
宮
、
保
延
元
年（
一
一

三
五
）外
宮
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遷
宮
に
際
し
て
、

　

以
上
の
資
料
を
ま
と
め
る
と
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。

○
大
中
臣
親
定

　

長
久
四
年（
一
〇
四
三
）生（
後
朱
雀
天
皇
の
御
代
）、
保
安
三
年

（
一
一
二
二
）没（
鳥
羽
天
皇
の
御
代
）。
八
十
歳
。
岩
出
伯
と
号
す
。

大
中
臣
能
宣（
梨
壺
の
五
人
）の
五
世（
も
し
く
は
四
世
）の
孫
、
大

中
臣
輔
親
の
曾
孫（
も
し
く
は
孫
）に
あ
た
る
。
父
は
大
中
臣
輔
経

（
神
祇
大
副
、
従
四
位
上
）、
母
は
、
大
中
臣
兼
興
女
だ
と
い
う
。

『
尊
卑
分
脈
』「
中
臣
氏
」
に
は
、
親
定
は
輔
親
の
孫
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
が
、『
大
中
臣
系
図
』
に
は
、
親
定
の
父
輔
経
が
、

祖
父
で
あ
る
輔
親
の
養
子
に
な
っ
た
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
そ
の

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
治
暦
二
年（
一
〇
六
六
）九
月
十
三
日
文

章
生
、
延
久
三
年（
一
〇
七
一
）十
一
月
十
八
日
勘
解
由
判
官
に
任

じ
ら
れ
る
。『
大
中
臣
氏
系
図
』
に
よ
る
と
、
承
保
年
間（
一
〇
七

四
〜
七
七
）「
違
正
殿
」（
伊
勢
殿
＝
伊
勢
神
宮
か
）造
営
の
た
め
造

宮
使
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
承
保
三
年（
一
〇
七
六
）に
は
伊
勢

神
宮
内
宮
の
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
の
）
9
（

で
、
そ
の
時
の
こ
と

を
指
す
か
。
承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）十
一
月
十
六
日
従
五
位
下
に

叙
さ
れ
る
。
同
四
年（
一
〇
八
〇
）二
月
十
六
日
従
五
以
上
に
叙
さ

れ
、
神
祇
権
少
副
に
任
じ
ら
れ
る
。
寛
治
五
年（
一
〇
九
一
）八
月

六
日
伊
勢
神
宮
祭
主
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
九
日
神
祇
大
副

と
な
る
。
同
六
年（
一
〇
九
二
）正
月
七
日
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
る
。

同
八
年（
嘉
保
元
年
／
一
〇
九
四
）正
月
五
日
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
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た
ゝ
ぬ
か
な
」
と
い
ひ
け
る
を
、
前
権
大
副
同
長
家
き
ゝ
て
、

忽
に
知
発
し
て
、
此
願
を
思
立
て
、
終
に
一
筆
書
写
の
功
を

お
へ
て
け
り
。（
中
略
）彼
親
守
は
、
五
部
大
乗
経
自
筆
に
書

た
て
ま
つ
り
た
る
も
の
な
り
。
ま
さ
し
く
正
直
の
も
の
に
て
、

な
が
く
虚
言
な
ど
せ
ざ
り
し
も
の
也
。「
か
ゝ
る
不
思
議
こ

そ
あ
り
し
か
」
と
て
、
親
守
か
た
り
し
を
き
ゝ
て
し
る
し
侍

な
）
11
（

り
。

本
話
に
お
い
て
も
成
季
は
親
守
に
和
歌
曼
陀
羅
を
見
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
よ
う
に
、
成
季
と
親
守
は
同
時
代
の
人
物
で
あ
り
交
流
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）そ
の
他
の
登
場
人
物

○
瞻
西
上
人

　

瞻
西
は
天
台
宗
の
僧
で
あ
る
。
瞻
西
に
つ
い
て
は
、
鷲
尾
順

敬
）
12
（

氏
、
藤
田
寛
雅
）
13
（

氏
、
川
勝
政
太
郎
）
14
（

氏
、
五
味
文
彦
）
15
（

氏
な
ど
に
詳

細
な
研
究
が
あ
る
。
比
叡
山
を
離
れ
、
雲
居
寺
に
住
し
、
声
明
や

説
法
に
優
れ
貴
顕
か
ら
卑
賤
ま
で
信
仰
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
和
歌
も
よ
く
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
瞻
西
の
元
に
は
藤
原
基

俊
と
い
っ
た
有
名
歌
人
た
ち
が
集
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
熊

幸
氏
に
よ
る
と
こ
れ
ら
雲
居
寺
に
集
っ
て
い
た
歌
人
た
ち
は
、

「
浄
土
教
僧
侶
と
し
て
の
修
業
を
積
み
、
説
教
の
名
手
と
し
て
世

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
宗
教
家
瞻
西
上
人
の
許
に
教
え
を
乞

造
宮
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
依
目
労
不
達
先
途
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
目
の
病
が
原
因
で
正
四
位
下
よ
り
上
に
昇
進
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
子
息
親
章
は
親
仲
の
三
男
で

あ
る
が
、
祖
父
親
定
の
養
子
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
大
中
臣
親
経

　

永
長
二
年
／
承
徳
元
年（
一
〇
九
七
）生
、
治
承
二
年（
一
一
七

八
）十
月
一
日
没
。
八
十
二
歳
。
父
は
大
中
臣
親
仲
、
母
は
不
明
。

『
大
中
臣
系
図
』
に
よ
る
と
、
親
仲
の
四
男
の
可
能
性
が
高
い
か
。

土
佐
権
守
に
任
じ
ら
れ
る（
年
次
不
明
）。
従
五
位
下
に
至
る
。
承

安
二
年（
一
一
七
二
）十
一
月
四
日
出
家
し
、
治
承
二
年（
一
一
七

八
）薨
ず
。

○
大
中
臣
親
守
入
道

　

生
没
年
未
詳
。
祖
父
は
大
中
臣
親
経
、
父
は
大
中
臣
国
親
。
母

は
不
明
。
神
祇
権
少
副
、
従
五
位
下
に
至
る
。
元
の
名
を
隆
国
と

い
っ
た
ら
し
い
。
出
家
し
て
親
守
と
名
乗
っ
た
か
。
親
守
に
つ
い

て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、『
著
聞
集
』
巻
第
二（
釈
教
第
二
）第

六
八
話
「
大
中
臣
長
家
大
般
若
経
書
写
の
こ
と
」
に
登
場
し
て

い
）
10
（

る
。神

祇
権
少
副
大
中
臣
親
守
、
年
来
大
般
若
一
筆
書
写
の
志
あ

り
け
れ
ど
も
、
む
な
し
く
て
や
み
に
け
り
。
常
の
こ
と
ぐ
さ

に
、「
此
願
を
心
に
か
け
て
、
一
日
に
二
枚
ば
か
り
づ
ゝ
書

た
て
ま
つ
る
と
も
、
十
余
年
に
は
は
て
な
ん
。
口
惜
く
も
思
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の
は
、
伊
勢
神
宮
と
大
中
臣
家
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
四
章
で
触
れ
た
い
。

三
　
親
定
と
岩
出
、
ま
た
源
俊
頼
と
の
関
係

　

親
定
の
周
辺
を
も
う
少
し
探
っ
て
み
よ
う
。
源
俊
頼
の
『
散
木

奇
歌
）
19
（

集
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

伊
勢
に
侍
り
け
る
こ
ろ
、
祭
主
親
定
が
岩い

は

出で

と
い
ふ
家

お
も
し
ろ
し
と
聞
き
て
ま
か
り
て
見
け
る
に
、
ま
こ
と

に
お
も
し
ろ
か
り
け
る
中
に
も
川か
は

向む
か

ひ
の
山
づ
ら
い
ふ

な
り
け
る
が
思
ひ4

出
で
ら
れ
て
詠よ

め
る

を
ち
こ
ち
の
と
や
ま
の
す
そ
を
恋
し
と
も
い
は
で
思
へ
ば
し

る
人
も
あ
ら
じ

 

（
第
九
・
雑
部
上
・
一
三
五
八
）

詞
書
に
よ
る
と
親
定
が
岩
出
に
家
を
建
て
、
そ
こ
を
俊
頼
が
訪
ね

た
よ
う
で
あ
る
。
歌
中
に
も
「
言
は
で
」
と
「
岩
出
」
が
掛
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
俊
頼
は
、
前
述
の
通
り
瞻
西
と
交
流
が

あ
っ
た
。
ま
た
『
無
名
）
20
（

抄
』
に
も
基
俊
と
と
も
に
瞻
西
と
交
流
が

あ
っ
た
こ
と
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
交
流
の
中
に
、
親
定

も
加
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
の
詞
書
、
歌
に
は
異
文
が
見
ら
れ
る
。
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
の
『
源
木
工
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

う
べ
く
集
い
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
仏
事
を
営
む
た
め
に
雲
居
寺

へ
参
集
し
た
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
会
を
も
っ
）
16
（

た
」
よ
う
な
、

多
種
多
様
な
集
合
体
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
著
聞
集
』
に
「
彼
の4

上
人
、
歌
を
好こ
の

ま
れ
け
れ
ば
、
時
の
歌
詠よ

み
常つ
ね

に
寄よ

り
合あ

ひ
て
和

歌
の
会
あ
り
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
瞻
西
上
人
の
元
で
は
歌
会
、

歌
合
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
瞻
西
上
人
に
よ

る
歌
合
は
、
例
え
ば
『
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
』
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
判
者
は
基
俊
、
歌
人
に
は
源
俊
頼
な
ど
が
参
加
す
る
歌

合
で
あ
っ
）
17
（

た
。

　
『
著
聞
集
』
の
本
話
に
戻
る
と
、
こ
の
瞻
西
上
人
が
、
大
中
臣

親
定
が
岩
出
に
堂
を
建
て
た
際
に
供
養
を
し
、
そ
の
布
施
で
雲
居

寺
を
造
畢
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
和
歌
曼
陀
羅
な
る
も
の
を
作

り
、
過
去
七
仏
を
描
き
、
そ
し
て
三
十
六
人
撰
の
歌
人
た
ち
の
名

を
書
い
た
と
い
う
。
そ
の
和
歌
曼
陀
羅
に
「
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉

行
」
と
い
う
七
仏
通
戒
の
偈
を
「
義
房
公
」
な
る
人
物
が
清
書
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
「
義
房
公
」
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
「
義
房
」
と
い
う
人
物
は
十
一
人
ほ

ど
見
ら
れ
る
。
藤
原
氏
が
一
名
、
他
は
源
氏
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
人
物
も
、
本
話
に
お
け
る
和
歌
曼
陀
羅
が
作
成
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
年
）
18
（

代
よ
り
後
代
の
人
で
あ
る
。
特
定
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

本
話
に
は
瞻
西
や
和
歌
曼
陀
羅
と
い
っ
た
仏
教
事
項
が
登
場
す

る
。
神
官
も
出
家
す
る
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
、
神
仏
を
明
確

に
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
話
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
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て
と
ふ
ら
ん

 

（
巻
第
十
八
・
雑
歌
上
・
一
六
〇
二
）

同
様
の
歌
は
『
伊
勢
大
輔
集
』
に
も
見
ら
れ
）
23
（

る
。

三
位ゐ

、
伊
勢
に
建た

て
た
る
寺て
ら

の
貝か
ひ

な
むん

失う

せ
に
た
る
と

て
、
僧
の
乞こ

ひ
に
おを

こ
せ
た
る
に
、
添そ

へ
て
や
り
し

か
す
か
な
る
谷た
に

の
ほ
ら
を
そ
思
ひ4

や
る
風
の
み
や
吹
し本
ノ
マくヽ
と

ふ
ら
むん

（
二
四
）

三
位
は
伊
勢
大
輔
の
父
輔
親
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
ち
ら
で
は
「
岩

出
寺
」
で
は
な
く
「
寺
」
と
さ
れ
る
）
24
（

が
、
同
じ
寺
を
指
す
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
輔
親
の
官
邸
と
「
岩
出
寺
」「
寺
」
が
同
一
の

も
の
か
、
寺
と
そ
れ
に
付
随
す
る
住
居
と
い
う
形
だ
っ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
が
、
大
中
臣
家
と
岩
出
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
土

地
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
著
聞
集
』
に
お
け
る
親
定
の
「
堂
」

は
、
瞻
西
上
人
が
供
養
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
親
定
も
寺
、
も
し

く
は
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
を
建
て
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
俊
頼
は
親
定
の（『
源
木
工
集
』
で
は
親
仲
の
）岩
出
の

家
を
い
つ
頃
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
俊
頼
は
官
を
退
い
た
後
、
二

度
伊
勢
へ
下
っ
て
い
る
。
宇
佐
美
喜
三
八
氏
は
、
俊
頼
の
初
度
の

伊
勢
下
向
は
天
永
三
年（
一
一
一
二
）か
ら
保
安
三
年（
一
一
二
一
）

の
あ
る
年
だ
と
し
て
い
）
25
（

る
。
こ
れ
は
前
述
の
歌
に
よ
り
、
俊
頼
が

伊い

勢せ

に
侍は
べ

り
け
る
こ
ろ
、
常ひ
た
ち
の
か
み

陸
守
親ち
か

仲な
か

がゞ

岩い
は

出で

の
住す
み

処か

おを

も
し
ろ
し
と
、
聞き

きゝ

て
見み

に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、

ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
か
り
け
る
中な
か

に
も
、
川か
は

の
外と

の
裾す
そ

の
をお

か
し
く
見み

え
け
れ
は
、
又
の
日ひ

言い

ひ
遣つ
か

は
し
け
る

をお

ち
こ
ち
の
と
山
の
す
そ
を
こ
ひ
し
と
も
い
は
で
お
も
へ
ば

し
る
人
も
な
し

 

（
巻
第
十
・
雑
部
・
一
二
四
九
）

こ
の
『
源
木
工
集
』
に
よ
れ
ば
俊
頼
が
訪
れ
た
岩
出
の
家
は
、
親

定
の
息
親
仲
が
建
て
た
も
の
と
い
う
。

　

こ
こ
で
岩
出
と
大
中
臣
家
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
伊

勢
名
勝
志
』
に
は
「
岩
出
ノ
里　

岩
出
村
ノ
地
ナ
リ
宮
川
ニ
沿
フ

往
昔
神
宮
祭
主
ノ
居
住
セ
シ
処
ナ
）
21
（

リ
」
と
あ
り
、
大
中
臣
輔
親
が

祭
主
と
な
っ
て
着
任
し
た
長
暦
二
年（
一
〇
三
八
）以
来
、
伊
勢
祭

主
が
官
邸
を
構
え
た
地
で
あ
）
22
（

る
。『
新
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
輔
親

の
女
伊
勢
大
輔
の
次
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。

伊
勢
に
祭
主
輔
親
が
た
て
た
る
岩い
は

出で

寺
よ
り
三
昧
堂
の

法ほ

螺ら

貝が
ひ

の
失う

せ
た
る
を
乞こ

ひ
侍
り
け
る
を
つ
か
は
す
と

て

 

伊
勢
大
輔

か
す
か
な
る
谷
の
ほ
ら
を
ぞ
思
ひ
や
る
秋
か
ぜ
の
み
や
吹
き
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池
田
氏
は
こ
の
部
分
を
、
顕
季
の
詞
書
と
し
て
顕
季
が
俊
頼
を
同

情
し
た
言
葉
で
、
退
官
直
後
に
し
て
初
め
て
言
え
る
言
葉
で
あ
ろ

う
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
俊
頼
か
ら
の
文
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
点
裏
付
け
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

『
散
木
奇
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
る
、
俊
頼
が
二
度
目
の
伊
勢
下
向

を
し
た
際
の
藤
原
実
行
と
斎
宮
と
の
贈
答
歌
の
詞
書
で
あ
る
。

伊
勢
に
侍は
べ

り
け
る
比
、
別
当
実
行
、
公
卿
勅
使
に
て
大
神
宮

へ
ま
ゐい

ら
れ
た
り
け
る
に
、
斎
宮
の
下く
だ

ら
せ
給
ひ4

し
を
り
、

行
事
弁
に
て
侍
り
け
る
が
、
事
果は

て
てゝ

京
へ
か
へ
る
と
て
宮

に
ま
ゐい

り
て
、
日
来
に
な
れ
て
ま
か
り
か
へ
る
こ
そ
心
ぼ
そ

く
候さ
ふ
らへ

、
か
や
う
に
ま
ゐい

ら
む
事
も
あ
り
が
た
く
、
も
し
命
い
の
ち

候さ
ふ
らは

ばゝ

、
公
卿
に
な
り
て
勅
使
に
て
下く
だ

ら
む
時
ぞ
、
か
や
う

に
も
ま
ゐい

る
べ
き
、
と
申
し4

て
上の
ぼ

り
け
る
に
、
十
年
ば
か
り

あ
り
て
勅
使
に
て
下く
だ

ら
れ
た
り
け
る
が（
後
略
）

 

（
巻
第
九
・
雑
部
上
・
一
三
九
〇
詞
）
27
（

書
）

池
田
氏
は
こ
の
詞
書
部
分
と
、
実
行
の
二
度
目
の
伊
勢
下
向
が
保

安
三
年（
一
一
二
二
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
十
年
前
が
天
永
三

年（
一
一
一
二
）に
あ
た
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
長
い
在
官

時
代
を
終
え
て
心
な
ら
ず
も
退
官
し
た
俊
頼
は
京
都
を
し
ば
ら
く

あ
け
て
退
官
後
の
心
を
癒
す
た
め
か
つ
は
、
家
庭
の
事
情
も
あ
っ

親
定
の
岩
出
の
家
を
訪
れ
た
の
は
親
定
生
前（
親
定
は
保
安
三
年

没
）の
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
通
り
で
あ

ろ
う
。『
源
木
工
集
』
に
は
、
俊
頼
が
親
仲
の
住
処
を
訪
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
『
著
聞
集
』
に
基
づ
い
て
親
定
の
住
処
を

中
心
に
考
え
た
い
。
も
ち
ろ
ん
俊
頼
が
親
仲
の
住
処
を
訪
れ
た
可

能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　

池
田
富
蔵
氏
は
俊
頼
の
伊
勢
初
度
下
向
を
さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
、

退
官
直
後
の
天
永
三
年（
一
一
一
二
）ご
ろ
と
推
定
し
て
い
）
26
（

る
。
理

由
と
し
て
、
俊
頼
は
退
官
後
し
ば
ら
く
田
上（
近
江
）に
隠
棲
し
て

お
り
、
そ
の
後
永
久
三
年（
一
一
一
五
）に
は
『
俊
頼
髄
脳
』
が
完

成
し
、
同
四
年（
一
一
一
六
）以
後
は
多
く
の
歌
合
に
出
席
し
多
忙

を
極
め
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
裏
付
け
と
し
て
、
藤
原
顕
季
と

俊
頼
と
の
贈
答
歌
の
詞
書
を
挙
げ
て
い
る
。『
六
条
修
理
太
夫
集
』

に
俊
頼
か
ら
顕
季
の
元
へ
便
り
が
届
い
た
、
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

前さ
き
の

木も

工く
の

頭か
み

俊と
し

頼よ
り

の
君
、
伊
勢せ

に
下く
だ

り
て
後
、
久ひ
さ

し
く
おを

と

も
せ
ざ
り
し
に
、
か
く
な
ん
言い

ひ
おを

こ
せ
た
り
し
。

鄙ひ
な

の
別わ
か

れ
に
よ
ろ
づ
お
と
ろ
へ
は
て
てゝ

、
お
ぼ
つ
か
な
き
お

ほ
よ
ど
の
、
つ
ね
に
も
せ
さ
せ
た
ま
ふ
ち
ふ
ね
の
よ
る
ひ
る

は
、
浪
の
心
に
か
け
な
が
ら
、
月
日
の
過す

ぎ
に
け
る
こ
と
も
、

な
げ
き
の
森も
り

の
、
と
き
は
な
る
上う
へ

に
、
薪た
き
ゝを

積つ

め
る
う
れ
へ

は
、
身
に
そ
へ
る
影
の
ご
と
く
に
し
て（
後
略
）

 

（
三
三
八
、
詞
書
）
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居
寺
極
楽
堂
を
再
建
、
ま
た
天
治
元
年（
一
一
二
四
）に
、
雲
居
寺

に
金
色
八
丈
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
造
立
し
、
そ
の
堂
を
証
応
弥
陀

院
と
号
し
て
い
）
30
（

る
。
親
定
の
布
施
は
そ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
藤
田
氏
は
、

親
定
は
、
こ
の
大
像
供
養
の
天
治
元
年（
一
一
二
四
）に
先
立

ち
、
保
安
三
年（
一
一
二
二
）に
歿
し
て
い
る
。
こ
の
工
事
が

相
当
の
日
程
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
か
ら
、

そ
の
間
に
こ
う
し
た
帰
信
者
か
ら
の
布
施
物
が
そ
の
た
め
に

役
立
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
へ
る
に
せ
よ
、
親
定
の
そ
れ
で

「
雲
居
寺
を
ば
造
畢
」
さ
れ
た
と
は
、
文
字
通
り
に
は
受
け

と
り
難
）
31
（

い
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
『
著
聞
集
』
の
記
述
を
素
直
に
読
ん

で
お
き
た
い
。
親
定
の
布
施
が
雲
居
寺
極
楽
堂
再
建
、
も
し
く
は

証
応
弥
陀
院
と
金
色
八
丈
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
立
に
役
に
立
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
『
著
聞
集
』
に
は
続
い
て
、
和
歌
曼
陀
羅
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。

親
定
の
布
施
に
よ
っ
て
雲
居
寺
極
楽
堂
再
建
、
も
し
く
は
証
応
弥

陀
院
と
金
色
八
丈
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
立
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る

な
ら
ば
、
元
永
元
年（
一
一
一
八
）か
ら
天
治
元
年（
一
一
二
四
）に

か
け
て
の
頃
、
和
歌
曼
陀
羅
が
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
過
去
七
仏
が
描
か
れ
、
三
十
六
歌
仙
の
名
字
が
書
か
れ
た
。
和

た
よ
う
で
伊
勢
に
下
向
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
）
28
（
か
」
と
し
て
い

る
。
不
審
な
点
も
あ
る
が
、
俊
頼
の
最
初
の
伊
勢
下
向
が
天
永
三

年（
一
一
一
二
）で
あ
り
、
そ
の
際
に
岩
出
の
親
定
の
堂
を
訪
れ
た

と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
親
定
が
岩
出
に
堂
を
建
て

た
正
確
な
年
次
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
永
三
年（
一
一
一
二
）以
前

に
は
岩
出
に
堂
を
建
て
、
瞻
西
上
人
に
供
養
を
依
頼
し
た
の
で
あ

る
。

　

も
う
一
つ
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
源
木
工
集
』
の
「
常ひ
た
ち
の陸

守か
み

親ち
か

仲な
か

がゝ

岩い
は

出で

の
住す
み

処か

」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。

親
仲
も
岩
出
を
拠
点
と
し
、
そ
こ
に
住
処
を
建
て
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
父
親
定
と
同
時
期
に
住
処
を
建
て
る
と
い
う
こ
と

は
考
え
づ
ら
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
俊
頼
が

親
仲
の
岩
出
の
住
処
を
訪
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
俊
頼
の
二

度
目
の
伊
勢
下
向
の
時
、
保
安
三
年（
一
一
二
二
）〜
同
四
年（
一

一
二
三
）ご
）
29
（

ろ
で
は
な
い
か
。
俊
頼
は
父
親
定
だ
け
で
な
く
息
子

の
親
仲
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
『
源

木
工
集
』
の
よ
う
な
記
述
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
大
中
臣
家
は
岩
出
の
地
と
縁
が
あ
り
、
親
定
も

そ
こ
に
堂
を
建
て
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
著
聞
集
』

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
そ
の
親
定
が
建
て
た
堂
の
供
養
を
瞻
西
上
人

が
し
、
そ
の
布
施
に
よ
り
瞻
西
は
雲
居
寺
を
造
畢
し
た
よ
う
で
あ

る
。
雲
居
寺
は
瞻
西
が
住
す
よ
り
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
瞻
西

開
基
で
は
な
い
。
し
か
し
瞻
西
は
、
元
永
元
年（
一
一
一
八
）に
雲
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て
の
人
麻
呂
の
人
気
と
い
う
も
の
は
高
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

藤
原
公
任
と
具
平
親
王
と
の
人
麻
呂
貫
之
論
）
32
（

争
も
そ
れ
を
示
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
人
麻
呂
影
供
が
行
わ
れ
始
め
た
の
も
こ

の
こ
ろ
だ
と
さ
れ
る
。
六
条
藤
家
の
祖
で
あ
る
藤
原
顕
季
が
人
麻

呂
影
供
歌
会
を
行
っ
た
の
が
元
永
元
年（
一
一
一
八
）で
あ
）
33
（

る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
背
景
も
あ
り
、
歌
聖
人
麻
呂
が
含
ま
れ
る
三
十
六

歌
仙
を
和
歌
曼
陀
羅
に
用
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
年
次
推
定
、
及
び
『
著
聞
集
』
の
配
列
に
つ
い
て

　

前
章
で
親
定
の
岩
出
の
堂
の
建
立
、
そ
し
て
瞻
西
上
人
に
よ
る

供
養
が
天
永
三
年（
一
一
一
二
）以
前
で
あ
る
と
述
べ
た
。
続
い
て

は
『
著
聞
集
』
の
記
述
の
他
の
部
分
の
年
次
を
推
定
し
た
い
。

　
『
著
聞
集
』
に
は
「
神
祇
大
副
親
仲
造
宮
の
時
、
子
息
土
左
権

守
親
経
が
元も
と

へ
売う

り
て
来き
た

れ
り
け
る
」
と
あ
る
。
雲
居
寺
の
宝
で

あ
る
和
歌
曼
陀
羅
が
売
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
大
中
臣
親

仲
は
造
宮
使
と
な
り
、
式
年
遷
宮
に
複
数
回
関
わ
っ
て
い
た
。
親

仲
は
、『
大
中
臣
系
図
』
に
「
嘉
保
造
宮
使
。
保
延
永
久
造
外
宮

使
」
と
あ
る
よ
う
に
造
宮
使
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
嘉
保
、
永
久
、

保
延
ご
ろ
は
、
嘉
保
二
年（
一
〇
九
五
）九
月
に
内
宮
遷
宮
、
永
久

二
年（
一
一
一
四
）九
月
に
内
宮
遷
宮
、
同
四
年（
一
一
一
六
）外
宮

遷
宮
、
保
延
元
年（
一
一
三
五
）外
宮
遷
宮
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
遷
宮
に
際
し
て
、
親
仲
は
造
宮
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
複
数
回
造
宮
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
瞻
西
が
存
命
中

歌
曼
陀
羅
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
曼
陀
羅
と
い
う
か
ら
に
は
、
金
剛
界
曼
陀
羅
や
胎
蔵
界
曼
陀

羅
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
ま
ず
過
去

七
仏
を
配
置
し
、
そ
の
間
に
三
十
六
歌
仙
の
名
字
が
書
か
れ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
和
歌
曼
陀
羅
に
三
十
六
歌
仙
の
名
字
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
親
定
の
布
施
が
雲
居
寺
に
役
立
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
三
十
六
歌
仙
の
名
字
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
話

で
は
、
大
中
臣
親
定
の
岩
出
の
堂
を
供
養
し
た
そ
の
布
施
で
、
瞻

西
が
雲
居
寺
を
造
畢
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
延
長
で
和
歌

曼
陀
羅
を
作
成
し
た
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。『
著
聞
集
』
の
描
写

に
従
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
親
定
の

布
施
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
が

雲
居
寺
に
と
っ
て
役
に
立
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
に
瞻
西
が
和

歌
曼
陀
羅
を
作
成
し
、
そ
こ
に
三
十
六
歌
仙
の
名
字
が
書
か
れ
た

と
い
う
描
写
が
続
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
大
中
臣
家
へ
の
礼

を
込
め
て
、
大
中
臣
家
の
歌
人
二
人（
頼
基
、
能
宣
）を
含
ん
だ
三

十
六
歌
仙
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
中
臣
家
と
関
係

の
深
い
和
歌
曼
陀
羅
で
あ
る
か
ら
、
後
に
親
経
の
元
に
売
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
の
平
安
中
後
期
の
人
麻
呂
信
仰
の
高
ま
り
も
関
係

し
て
い
る
だ
ろ
う
。「
仮
名
序
」
で
も
「
柿
本
人
麻
呂
な
む
歌
の

ひ
じ
り
な
り
け
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
、
歌
聖
と
し
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正
殿
の
朽
損
、
御
装
束
の
湿
損
、
あ
る
い
は
心
御
柱
に
異
常

が
起
き
た
場
合
、
神
体
を
仮
殿
に
遷
し
て
修
繕
・
修
復
を
加

え
る
も
の
を
指
す
。
費
用
は
神
税
か
ら
支
弁
し
て
、
大
神
宮

司
が
仮
殿
造
立
し
、
修
理
使
が
本
殿
の
修
理
に
あ
た
り
、
祭

主
が
神
霊
奉
遷
す
る
。
し
か
し
中
世
で
は
神
領
の
後
退
か
ら

経
費
を
諸
侯
の
寄
進
に
頼
り
、
永
享
・
寛
正
期
以
後
、
仮
殿

を
も
っ
て
本
殿
に
あ
て
る
変
則
的
な
事
態
も
避
け
ら
れ
な
か

っ
た
。
一
般
的
に
仮
殿
は
、
皮
付
の
原
木
を
用
い
る
大
嘗
宮

の
よ
う
に
黒
木
の
御
殿
を
建
て
る
も
の
と
、
便
宜
的
に
宝
殿

や
忌
火
屋
殿
・
御
饌
殿（
外
宮
）な
ど
既
存
の
殿
舎
を
用
い
る

も
の
が
あ
る
。
前
者
で
は
、
神
体
が
本
殿
と
仮
殿
と
を
往
復

す
る
二
度
の
渡
御
を
、
仮
殿
遷
座（
遷
御
）の
本
殿
還
座（
還

御
）と
に
区
別
す
）
34
（

る
。

そ
し
て
臨
時
遷
宮
と
は
次
の
よ
う
な
遷
宮
で
あ
る
。

臨
時
非
常
の
秋
に
止
む
な
く
行
な
わ
れ
、
造
宮
使
が
正
殿
以

下
を
造
営
し
、
神
宝
使
が
御
装
束
・
神
宝
を
新
調
す
る
な
ど
、

す
べ
て
式
年
遷
宮
の
格
式
と
規
模
に
準
じ
た
遷
宮
を
い
う
。

正
殿
以
下
の
炎
上
に
と
も
な
う
内
宮
臨
時
遷
宮
の
初
例
が
延

暦
十
一
年（
七
九
二
）に
み
ら
れ
る
が
、
三
四
ヶ
月
の
準
備
と

半
夜
一
日
の
御
殿
修
繕
に
止
ま
る
仮
殿
遷
宮
に
く
ら
べ
、
臨

に
「
本
寺
の
重
宝
」
で
あ
る
和
歌
曼
陀
羅
売
却
を
許
す
と
は
考
え

に
く
い
。
瞻
西
の
没
年
は
大
治
二
年（
一
一
二
七
）で
あ
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
、
和
歌
曼
陀
羅
が
親
経
の
元
に
売
ら
れ
た
の
は
、
瞻
西

が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
保
延
元
年（
一
一
三
五
）外
宮
遷
宮
の

時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
な
ぜ
『
著
聞
集
』
の
こ
の
部
分
に
こ
の
和
歌
曼
陀
羅
説
話

が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
話
第
一
六
四
話
の
前
後
の
話
を
確
認
し
て
お
こ
う（
関
連
年

表
参
照
）。
第
一
六
二
話
「
い
ろ
は
連
歌
の
事
」
は
永
万
元
年（
一

一
六
五
）か
ら
仁
安
三
年（
一
一
六
八
）ご
ろ
、
第
一
六
三
話
「
道

因
の
出
家
と
実
国
と
の
歌
の
贈
答
」
は
承
安
二
年（
一
一
七
二
）、

第
一
六
五
話
「
道
因
法
師
住
吉
社
に
て
歌
合
の
事
」
は
嘉
応
二
年

（
一
一
六
九
）、
第
一
六
六
話
「
道
因
法
師
広
田
社
の
夢
の
告
に
依

り
て
歌
合
の
事
」
は
承
安
二
年（
一
一
七
二
）の
出
来
事
で
あ
る
。

そ
の
間
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
本
話
第

一
六
四
話
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
一
一
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
一
七
〇
年
代
前
半
は
伊

勢
神
宮
に
と
っ
て
慌
た
だ
し
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
勢

神
宮
に
お
け
る
遷
宮
と
い
え
ば
式
年
遷
宮
を
指
す
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
し
か
し
式
年
以
外
に
仮
殿
遷
宮
、
臨
時
遷
宮
と
呼
ば
れ
る

遷
宮
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
西
正
幸
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
仮
殿
遷
宮
と
は
次
の
よ
う
な
遷
宮
で
あ
る
。
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こ
の
際
、
二
年
後
に
迫
っ
た
式
年
遷
宮
に
肩
代
り
し
、
中
一
年
を

隔
て
て
実
施
さ
れ
る
外
宮
の
御
儀
も
、
内
宮
に
準
じ
て
繰
り
上
げ

て
は
ど
う
か
、
と
い
う
意
見
が
問
題
に
な
っ
た
。
結
局
は
、
臨
時

遷
宮
は
式
年
遷
宮
の
周
期
と
は
一
切
関
係
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
い
う
意
見
が
支
持
さ
れ
て
、
二
十
年
目
の
式
年
予
定
の
通
り
、

承
安
元
年（
一
一
七
一
）に
内
宮
遷
宮
、
同
三
年（
一
一
七
三
）に
外

宮
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
内
宮
で
は
僅
か
二
年
余
り

で
仮
殿
・
臨
時
・
式
年
と
三
度
の
遷
宮
を
敢
行
し
た
の
で
あ
）
37
（

る
。

　

問
題
は
嘉
応
元
年（
一
一
六
九
）に
臨
時
遷
宮
を
執
り
行
う
原
因

と
な
っ
た
仁
安
三
年（
一
一
六
八
）の
火
災
で
あ
る
。『
百
錬
抄
』

第
八
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
二
月
廿
一
日
。
伊
勢
太
神
宮
内
宮
焼
亡
す
。
正
殿
東
西
殿

の
門
、
及
び
内
外
院
殿
舎
悉
く
灰
燼
と
為
る
。
御
体
、
之
を

取
り
出
だ
し
奉
）
38
（

る
。

よ
り
詳
し
い
当
時
の
状
況
が
平
信
範
の
『
兵
範
記
』
任
安
三
年

（
一
一
六
八
）十
二
月
二
十
四
日
条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

廿
四
日
辛
亥　

東
寺
灌
頂
、
権
中
納
言
資
長
、
右
中
弁
長
方

朝太
神
宮
火
事
、院
よ
り
召
す
事
有
り

臣
奉
行　
　
　

酉
の
剋
、
祭
主
親
隆
朝
臣
の
使
、
書
札
を

持
ち
走
り
来
た
る
。
状
に
云
く
、「
去
る
廿
一
日
申
の
剋
、

時
の
造
営
は
年
月
を
要
し
式
年
遷
宮
と
の
関
連
か
ら
も
、
い

っ
そ
う
困
難
な
事
態
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
か
っ
）
35
（

た
。

中
西
氏
は
ち
ょ
う
ど
本
話
と
関
連
深
い
一
一
六
〇
年
代
後
半
、
嘉

応
元
年（
一
一
六
九
）の
内
宮
臨
時
遷
宮
を
検
討
し
て
い
る
。

例
え
ば
嘉
応
元
年（
一
一
六
九
）の
内
宮
臨
時
遷
宮
を
検
討
し

て
み
よ
う
。

仁
平
二
年（
一
一
五
二
）九
月
十
六
日　

第
二
十
五
回
式

年
遷
宮
。

仁
安
三
年（
一
一
六
八
）十
二
月
二
十
一
日　

正
殿
以
下
、

内
外
院
焼
亡
に
つ
き
、
神
体
を
忌
火
屋
殿
に
遷
座
。

嘉
応
元
年（
一
一
六
九
）六
月
十
七
日　

黒
木
仮
殿
の
竣

工
に
つ
き
仮
殿
遷
宮
。
さ
ら
に
造
営
使
補
任
の
上
、

十
二
月
十
六
日
、
仮
殿
よ
り
新
殿
へ
臨
時
遷
宮
。

承
安
元
年（
一
一
七
一
）九
月
十
六
日　

第
二
十
六
回
式

年
遷
宮
。

　

式
年
遷
宮
の
三
年
前
に
あ
た
る
仁
安
三
年
末
、
神
主
宿
館

よ
り
発
し
た
猛
火
は
正
殿
・
宝
殿
・
御
門
・
御
垣
な
ど
内
外

院
を
悉
く
焼
失
さ
せ
、
身
命
を
賭
し
た
禰
宜
等
が
辛
く
も
神

体
を
忌
火
殿
に
奉
遷
し
た
。
翌
年
六
月
に
黒
木
の
仮
殿
に
遷

宮
、
さ
ら
に
一
年
後
に
は
新
宮
を
造
営
し
て
、
臨
時
遷
宮
を

執
行
し
）
36
（

た
。
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今
月
廿
一
日
申
の
時
、
権
神
主
師
朝
の
宿
館
よ
り
猛
火

出
来
す
。
正
殿
よ
り
始
め
奉
り
、
東
西
宝
殿
并
び
に
中

外
院
の
殿
舎
、
御
垣
門
、
鳥
居
、
及
び
禰
宜
・
内
人
等

の
宿
館
に
至
る
迄
、
地
を
掃
ひ
焼
失
の
間
、
御
正
体
、

并
び
に
左
右
相
殿
、
及
び
荒
祭
宮
の
御
体
・
御
政
印
、

出
だ
し
奉
る
事
。

右
、
御
所
を
去
る
こ
と
乾
の
方
四
町
余
り
、
彼
の
神
主

の
宿
館
よ
り
火
出
来
し
、
件
の
殿
舎
、
御
垣
門
、
鳥
居
、

禰
宜
・
内
人
等
の
宿
館
、
焼
失
す
る
に
依
り
地
を
掃
ふ
。

禰
宜
等
正
殿
に
参
入
し
、
御
正
体
、
并
び
に
左
右
相
殿

の
御
体
、
政
印
出
だ
し
奉
り
畢
り
ぬ
。
而
る
に
暴
風
頻

な
れ
ば
、
御
神
宝
一
物
取
り
出
さ
ず
、
併
し
な
が
ら
焼

失
す
。
仍
て
宮
司
先
例
に
任
せ
て
仮
殿
を
造
り
奉
り
鎮

め
奉
る
べ
き
な
り
。
但
し
中
外
院
の
中
、
忌
屋
殿
、
由

貴
殿
、
酒
殿
、
子
良
の
宿
、
各
一
宇
僅
か
に
焼
け
残
る

所
な
り
。
兼
ね
て
又
、
荒
祭
宮
炎
上
の
中
た
る
に
依
り
、

恐
を
成
し
御
体
を
出
だ
し
奉
る
と
雖
も
、
殿
焼
失
無
き

間
、
本
の
ご
と
く
鎮
め
奉
る
所
な
り
。
焼
失
の
殿
舎
、

御
垣
門
、
鳥
居
、
霊
木
、
禰
宜
・
内
人
等
の
宿
館
の
員

数
、
追
ひ
て
注
進
す
べ
き
状
、
件
の
ご
と
し
。

　

仁
安
三
年
十
二
月
廿
一
日
子
の
時

 

禰
宜
正
四
位
下
荒
木
田
神
主
範
宗

 

（
中
略
）

太
神
宮
の
正
殿
焼
失
す
。
権
神
主
師
朝
の
宿
館
よ
り
猛
火
出

来
し
、
炎
煙
熾
盛
し
禦
滅
す
る
こ
と
能
は
ず
。
御
正
体
に
於

い
て
は
無
事
出
だ
し
奉
り
、
暫
し
忌
屋
殿
に
鎮
め
奉
り
了
り

ぬ
。」
と
。
委
細
解
状
進
上
し
了
り
ぬ
て
へ
り
。
下
官
天
を

仰
ぎ
周
章
し
殿
下
に
参
ら
ん
と
欲
す
る
間
、
院
よ
り
召
し
有

り﹇
御
使
馬
允
清
村
馳
せ
来
た
る
﹈。
即
ち
馳
せ
参
じ
、
別
当

に
仰
せ
ら
れ
し
め
て
云
く
、「
神
宮
の
火
事
只
今
聞
こ
し
食

す
に
及
び
、
如
何
に
。」
と
。
下
官
申
し
て
云
く
、「
親
隆
只

今
此
の
状
を
遣
は
す
。
奏
状
未
だ
知
り
給
へ
ず
。」
と
。

（
後
）
39
（
略
）

伊
勢
神
宮
内
宮
で
十
二
月
二
十
一
日
に
火
災
が
あ
っ
た
。
朝
廷
に

そ
の
報
告
が
届
い
た
の
は
、
二
十
四
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

祭
主
で
あ
っ
た
親
隆（
親
仲
の
息
で
あ
る
）の
使
者
が
書
状
を
持
参

し
た
。「
御
正
体
」
つ
ま
り
御
神
体
は
無
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

「
猛
火
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
火
災
だ
っ
た
よ
う
だ
。
続

く
十
二
月
二
十
五
日
条
に
、
伊
勢
か
ら
届
い
た
よ
り
詳
し
い
解
状

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

廿史
神
宮
の
奏
状
を
持
ち
来
た
る
事

五
日
壬
子　

卯
の
剋
、
右
少
史
中
原
国
親
、
神
宮
の
奏
状

を
持
ち
来
た
る
。
次
第
無
く
、
解
并
び
に
祭
主
の
解
状
、
祭

主
の
名
を
加
ふ
る
宮
司
の
解
状
な
り
。
其
の
状
に
云
く
、

注
進
す
。
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和暦 西暦 出来事 天皇

長久四年 1043 大中臣親定、生。 後朱雀天皇

延久五年 1073 大中臣親仲、生。 白河天皇

永長二年
（承徳元年）

1097 大中臣親経、生。 堀河天皇

天仁二年 1109 親定、公卿になる。 鳥羽天皇

天永三年以前 1112以前 親定が伊勢国岩出に堂を建てるか。 鳥羽天皇

天永三年 1112 源俊頼が岩出の親定の堂を訪れ詠歌。 鳥羽天皇

永久二年 1114 9月、伊勢神宮、内宮遷宮。 鳥羽天皇

永久四年 1116 伊勢神宮、外宮遷宮。8月、瞻西が『雲居寺結縁経後宴歌合』を催す。鳥羽天皇

元永元年 1118 瞻西、雲居寺極楽堂を再建。 鳥羽天皇

保安三年 1122 親定没。80歳。 鳥羽天皇

天治元年 1124 瞻西、金色八丈阿弥陀如来像を造立供養し、堂を証応弥陀院と号す。 崇徳天皇

大治二年 1127 瞻西没。66歳か。 崇徳天皇

長承二年 1133 伊勢神宮、内宮遷宮。 崇徳天皇

保延元年 1135 伊勢神宮、外宮遷宮。親仲、造宮使に任じられる。この時、和歌曼陀
羅が親経の元に 20貫で売られる。

崇徳天皇

保延六年 1140 親仲没。68歳。 崇徳天皇

永万元年 1165 『著聞集』第 161話「頭中将家通、頭亮邦綱の使を引き留めて返歌の
事」。

二条天皇

永万元年～
任安三年

1165～
1168

『著聞集』第 162話「いろは連歌の事」。 二条天皇

仁安三年 1168 12月 21日、伊勢神宮内宮焼亡。「十二月廿一日。伊勢太神宮内宮焼
亡。正殿東西殿門及内外院殿舎悉為灰燼。御体奉取出之。」、「廿七日。
於院殿上被定神宮火事間事。小朝拝有無。并朝覲行幸延否事。」「廿九
日。諸卿定申諸道勘申太神宮火災事。廃務可為五ヶ日之由定申之。」
（『百錬抄』）

高倉天皇

嘉応元年 1169 伊勢神宮内宮、臨時の遷宮。「（二月）七日。有仗儀。諸道勘申。大神
宮以今年造営。可為正遷宮哉。然者外宮造替年限。相随内宮可縮行哉
事也。」（『百錬抄』）

高倉天皇

嘉応二年 1170 『著聞集』第 165話「道因法師住吉社にて歌合の事」。10月 9日、住
吉社歌合。

高倉天皇

承安二年 1172 『著聞集』第 163話、道因出家し、実国の元を訪れ歌を詠み交わす。
『著聞集』第 166話「道因法師広田社の夢の告に依りて歌合の事…」。

高倉天皇

治承二年 1178 親経没。82歳。 高倉天皇

建長元年 1249 伊勢神宮、外宮遷宮。『古今著聞集』作者、橘成季、大中臣親守入道
の元を訪れ、和歌曼陀羅を実見する。「（九月）七日乙亥。伊勢外宮遷
宮神宝発遣事。」「二十日戊子。被勘改伊勢外宮御遷宮日時。軒廊御卜
也。［同宮遷宮延引事。］於院被議定同遷宮延引事。」「廿一日己丑。軒
郎御卜也。伊勢事。」「廿五日癸巳。伊勢一社奉幣也。」「廿六日甲午。
伊勢豊受太神宮遷宮也。」（『百錬抄』）

後深草天皇

建長六年 1254 『古今著聞集』成立。 後深草天皇

『古今著聞集』第164話関連年表
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る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
も
、
こ
の
火
災
に
対
す
る
対

応
が
評
議
さ
れ
た
。
結
果
、
中
西
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
仮
殿
遷

宮
、
臨
時
遷
宮
、
式
年
遷
宮
が
短
期
間
で
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
伊
勢
神
宮
内
宮
焼
亡
事
件
が
、
本
話
が
『
著
聞
集
』
の
こ

の
部
分
に
収
録
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
話
は
長

期
に
わ
た
る
期
間
を
扱
っ
た
説
話
で
あ
る
た
め
、
こ
の
年
代
の
説

話
と
並
べ
よ
う
、
と
い
う
の
は
難
し
い
。
年
次
で
言
え
ば
、
親
定

が
岩
出
に
堂
を
建
て
瞻
西
が
供
養
し
た
と
考
え
ら
れ
る
天
永
三
年

（
一
一
一
二
）の
少
し
前
か
ら
、
編
者
橘
成
季
が
伊
勢
に
参
詣
し
、

和
歌
曼
陀
羅
を
実
見
し
た
建
長
元
年（
一
二
四
九
）に
か
け
て
の
話

で
あ
る
。「
建
長
元
年
九
月
、
外
宮
遷
宮
に
、
予
参
向
の
時
此
の

曼
陀
羅
を
請こ

ひ
出
し
て
拝を
が

み
た
て
ま
つ
り
て
、
之
を
記
す
」
と
締

め
括
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
和
歌
第
六
の
最
後
の
方
に
、
当
代

の
話
と
し
て
収
録
し
て
も
い
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
成
季
は

そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
自
身
が
伊
勢
を
参
詣
し
た
時
の
外
宮
式
年

遷
宮
か
ら
、
神
宮
史
上
稀
に
見
る
、
仁
安
・
嘉
応
に
か
け
て
の
伊

勢
神
宮
焼
亡
、
仮
殿
・
臨
時
・
式
年
遷
宮
を
想
起
し
、
本
話
を
こ

の
部
分
に
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
本
話
に
は
瞻
西
上

人
や
和
歌
曼
陀
羅
に
ま
つ
わ
る
話
も
出
て
く
る
が
、
一
貫
し
て
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
伊
勢
神
宮
、
及
び
大
中
臣
家
の
人
々
な
の

で
あ
る
。

 

祭
主
正
四
位
下
神
祇
権
大
副
大
中
臣
朝
臣
親
）
40
（
隆

権
神
主
の
館
か
ら
出
火
し
、
正
殿
、
東
西
の
宝
殿
、
中
院
、
外
院
、

垣
門
、
鳥
居
、
ま
た
禰
宜
や
内
人
の
館
ま
で
燃
え
広
が
っ
た
。
御

正
体
な
ど
ど
う
に
か
運
び
出
し
た
が
、
神
宝
な
ど
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
朝
廷
で
は
宣
旨

が
出
さ
れ
た
。
同
日
条
に
そ
の
宣
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

仁
安
三
年
十
二
月
廿
五
日　

宣
旨

去
る
廿
一
日
、
伊
勢
太
神
宮
の
正
殿
、
東
西
宝
殿
、
門
垣
、

及
び
内
外
院
殿
舎
、
悉
く
焼
失
す
る
を
以
て
、
先
規
を
訪
ぬ

る
に
、
曾
て
比
類
少
な
し
。
早
く
紀記

伝
・
明
経
・
明
法
道
の

博
士
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
、
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
、
内
蔵

権
頭
藤
原
朝
臣
、
大
外
記
清
原
頼
業
、
中
原
師
尚
等
に
仰
せ

て
、
且
つ
先
例
に
就
き
言
上
し
量
り
行
ふ
べ
き
事
、
且
つ
旧

史
を
引
き
、
准
拠
せ
ら
る
べ
き
蹤
を
勘
申
せ
よ
て
へ
り
。

 

蔵
人
頭
権
右
中
弁
平
朝
臣
信
範
）
41
（

奉

　
「
先
規
を
訪
ぬ
る
に
、
曾
て
比
類
少
な
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

伊
勢
神
宮
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
事
態
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
紀
伝
道
、
明
経
道
、
明
法
道
の
博
士
た
ち

な
ど
を
動
員
し
て
、
先
例
を
調
べ
、
そ
れ
に
準
拠
し
た
対
応
を
す
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ま
う
と
は
、
雲
居
寺
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
話
に
は
編
者
成
季
が
登
場
す
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
五
味
文

彦
氏
に
よ
る
と
、
成
季
の
『
著
聞
集
』
編
纂
態
度
は
、「
諸
記
録

を
『
ひ
ろ
く
勘
へ
あ
ま
ね
く
し
る
す
』
こ
と
、
不
確
か
な
説
話
は

で
き
る
だ
け
排
除
し
、『
実
録
』
を
載
）
44
（

せ
」
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
『
著
聞
集
』
跋
文
に
は
「
或
は
家
々
の
記
録
を
う

か
ゞ
い
、
或
は
処
々
の
勝
絶
を
た
づ
ね
、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
た

ま
ぼ
こ
の
み
ち
ゆ
き
ず
り
の
か
た
ら
ひ
、
あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
て

ぶ
り
の
な
ら
ひ
に
つ
け
て
、
た
ゞ
に
き
ゝ
つ
て
に
き
く
事
を
も
し

る
」
し
た
も
の
だ
と
書
か
れ
て
い
）
45
（
る
。
語
り
伝
え
ら
れ
て
来
た
説

話
だ
け
で
な
く
、
成
季
自
身
の
身
に
起
き
た
出
来
事
、
自
身
が
直

接
聞
い
た
こ
と
を
も
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
本
話
に

「
予
」
と
成
季
本
人
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
五
味
氏
は
、『
著
聞

集
』
に
お
け
る
伊
勢
関
係
説
話
は
成
季
が
伊
勢
を
尋
ね
た
折
に
入

手
し
た
話
群
で
あ
る
と
す
）
46
（

る
。
二
節
で
取
り
上
げ
た
第
六
八
話
に

も
「
親
守
か
た
り
し
を
き
ゝ
て
し
る
し
侍
な
り
」
と
あ
っ
た
よ
う

に
、
同
時
代
人
で
交
流
の
あ
っ
た
親
守
か
ら
の
情
報
を
元
に
説
話

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
話
で
も
親
守
か
ら
和
歌
曼
陀
羅
を
見

せ
て
も
ら
い
、
そ
の
際
に
和
歌
曼
陀
羅
の
由
来
等
を
聞
い
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
仁
安
・
嘉
応
に
か
け
て
の
伊
勢
神
宮
焼
亡
、
仮

殿
・
臨
時
・
式
年
遷
宮
と
結
び
つ
け
、
本
話
が
こ
こ
に
収
録
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
編
者
成
季
が
『
著
聞
集
』
に
顔
を
出
す
の
は
非
常
に

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
親
経
が
和
歌
曼
陀
羅
を
購
入
し
た
「
銭
廿
貫
」
と
い

う
価
格
に
つ
い
て
、
そ
し
て
編
者
橘
成
季
が
本
話
に
登
場
す
る
理

由
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　

和
歌
曼
陀
羅
が
親
経
の
元
に
売
ら
れ
た
の
は
保
延
元
年（
一
一

三
五
）だ
と
推
定
し
た
。
一
貫
は
一
〇
〇
〇
文
で
あ
る
。
少
し
時

代
は
下
る
が
、
寛
喜
元
年（
一
二
二
九
）の
米
価
が
一
石
あ
た
り
一

〇
〇
〇
文
で
あ
）
42
（

る
。
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
」

Ｈ
Ｐ
の
興
味
深
い
考
察
を
参
考
に
考
え
て
み
よ
）
43
（
う
。
こ
れ
は
『
西

宮
記
』
写
本
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
検
非
違
使
関
係
資
料
に
よ
る
考

察
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
長
徳
二
年（
九
九
六
）、
検
非
違
使
が

捕
ら
え
た
窃
盗
犯
に
つ
い
て
が
記
録
さ
れ
、
盗
ま
れ
た
も
の
の
価

格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
銀
造
打
出
太
刀
と
い
う
装
飾

さ
れ
た
飾
り
太
刀
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
は
一
五
貫
文
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
米
一
石
を
だ
い
た
い
二
四
、
〇
〇
〇
円
、

つ
ま
り
は
一
貫
＝
二
四
、
〇
〇
〇
円
だ
と
換
算
し
て
い
る
。
つ
ま

り
銀
造
打
出
太
刀
は
三
六
〇
、
〇
〇
〇
円
程
度
だ
っ
た
と
い
う
。

長
徳
二
年（
九
九
六
）と
、
本
話
の
保
延
元
年（
一
一
三
五
）を
そ
の

ま
ま
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
目
安
と
し
て
こ
れ
に
当
て

は
め
る
と
、
二
〇
貫
で
売
ら
れ
た
和
歌
曼
陀
羅
は
、
四
八
〇
、
〇

〇
〇
円
ほ
ど
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
い
の
か
安
い
の
か
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
が
、
瞻
西
上
人
の
没
後
、
和
歌
曼
陀
羅
を
売
っ
て
し



― 36 ―

https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00008692#?c=0
&
m

=
0&

s=
0&

cv=
0&

r=
0&

xyw
h=

-2472%
2C

-114%
2C 

8014%
2C2275

適
宜
改
行
し
、
句
読
点
と
濁
点
を
付
し
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に

改
め
た
。
漢
字
に
改
め
た
箇
所
は
ル
ビ
に
よ
り
元
の
仮
名
表
記
を

示
し
た
。
送
り
仮
名
を
補
っ
た
箇
所
は
ル
ビ
に
「
・
」
を
示
し
た
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、

元
の
表
記
を
ル
ビ
に
示
し
た
。

（
2
）　

黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編（
一
九
五
八
／
昭
和
三
十

三
年
）『
尊
卑
分
脈　

第
四
篇
』（
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

第
六

十
巻
下
）、
吉
川
弘
文
館
、
八
三
〜
八
五
頁
。
新
装
版（
二
〇
〇
一

／
平
成
十
三
年
）に
よ
る
。
傍
書
は
割
書
に
て
示
す
。
漢
字
は
通

行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
3
）　

塙
保
己
一（
一
九
三
二
／
昭
和
七
年
）『
群
書
類
従
』
第
五
輯

（
系
譜
・
伝
・
官
職
部
）所
収
、
系
譜
部
・
巻
第
六
十
二
、
続
群
書

類
従
完
成
会
、
訂
正
三
版（
一
九
七
七
／
昭
和
五
十
二
年
）に
よ
る
。

一
九
五
〜
一
九
六
頁
。
傍
書
は
割
書
に
て
示
す
。
漢
字
は
通
行
の

字
体
に
改
め
た
。

（
4
）　

同
前
。
二
二
六
〜
二
二
七
頁
。

（
5
）　

塙
保
己
一
、
補
・
太
田
藤
四
郎（
一
九
二
八
／
昭
和
三
年
）

『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
下（
系
図
部
）所
収
、
系
図
部
・
巻
第
百

七
十
七
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂
正
三
版（
一
九
七
三
／
昭
和

四
十
八
年
）に
よ
る
。
九
五
〜
九
八
頁
。
傍
書
は
割
書
に
て
示
す
。

漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
6
）　

同
前
、
一
二
一
〜
一
二
二
頁
。

珍
し
い
。
成
季
が
自
身
を
「
予
」
と
表
現
し
て
説
話
内
に
登
場
す

る
の
は
、
序
、
跋
の
他
に
巻
第
六
管
絃
歌
舞
の
第
二
七
六
話
だ
け

で
あ
）
47
（

る
。
序
、
跋
は
別
と
し
て
、
第
二
七
六
話
は
、「
豊
原
時
元

同
時
廉
が
蘇
合
序
を
評
す
る
事
并
び
に
仙
洞
御
講
に
成
季
太
鼓
を

仕
る
事
」（
大
系
表
題
）と
い
う
話
で
あ
る
。
蘇
合
香
と
い
う
楽
に

つ
い
て
の
話
だ
が
、
こ
の
話
で
は
成
季
自
身
が
仙
洞
の
管
絃
の
会

（
後
嵯
峨
上
皇
主
催
）で
蘇
合
序
を
奏
す
る
際
、
太
鼓
を
担
当
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
蘇
合
序
奏
法
に
関
す
る
諸
説
、
由
来
な

ど
を
調
べ
、
説
話
と
し
て
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ
）
48
（

る
。
本
話
第
一

六
四
話
も
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
、
和
歌
曼
陀
羅
を
見
た
、
と
い

う
成
季
自
身
の
体
験
か
ら
始
ま
り
、
親
守
か
ら
聞
き
知
っ
た
こ
と

や
、
和
歌
曼
陀
羅
に
関
連
す
る
事
柄
を
調
べ
上
げ
、
肉
付
け
し
て

説
話
の
形
と
な
し
て
、
収
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、「
予
」
と
成
季
自
信
が
登
場
す
る
の
は
、
成
季
本
人

の
体
験
を
契
機
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
説
話
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
説
話
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
典
拠

や
史
実
、
由
来
に
ま
で
視
野
を
広
げ
、
関
連
事
項
を
で
き
る
だ
け

明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
、
成
季
の
説
話
に
対
す
る
姿
勢
が
窺
え

る
話
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）　

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
に
よ
る
。

二
〇
二
一
年
十
月
二
十
九
日
閲
覧
。
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一
四
号
所
収
。

（
15
）　

五
味
文
彦（
一
九
八
四
／
昭
和
五
十
九
年
）「
勧
進
聖
人
の
系

譜
」。『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
第
二
部
「
院
政
の
展
開
」
所
収
、

山
川
出
版
社
。

（
16
）　

小
熊
幸（
一
九
八
七
／
昭
和
六
十
二
年
三
月
）「
瞻
西
上
人
と

そ
の
周
辺
―
雲
居
寺
に
集
う
歌
人
た
ち
―
」
四
一
頁
。
都
留
文
化

大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
文
学
論
考
』
第
二
三
号
。

（
17
）　

萩
谷
朴（
一
九
九
六
）『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂
』
第

三
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
七
八
四
〜
一
七
九
一
頁
。

（
18
）　

三
章
、
四
章
で
触
れ
る
が
、
親
定
が
岩
出
に
堂
を
建
て
、
瞻

西
上
人
が
供
養
し
た
の
が
一
一
一
二
年
以
前
、
瞻
西
は
一
一
一
八

年
に
雲
居
寺
極
楽
堂
を
再
建
、
ま
た
一
一
二
四
年
に
、
金
色
八
丈

阿
弥
陀
如
来
像
と
証
応
弥
陀
院
を
造
立
し
て
い
る
。
和
歌
曼
陀
羅

が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
一
一
一
八
年
か
ら
一
一
二
四
年
あ
た
り
に

か
け
て
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
和
歌
曼
陀
羅
が
親
経
の
元
に

売
ら
れ
た
の
は
、
一
一
三
五
年
で
あ
る
。

（
19
）　

和
歌
の
検
索
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
を
用
い
た
。
た
だ
し

私
家
集
に
関
し
て
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
い
ず
れ
も

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
を
用
い
た
。
適
宜
本
文
を
整
え
た
。
歴
史

的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
ル
ビ

に
元
の
表
記
を
示
し
た
。
こ
の
『
散
木
奇
歌
集
』
は
書
陵
部
蔵
本

に
よ
る
。

（
20
）　

前
述
『
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
合
』
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

俊
頼
の
歌
の
腰
の
句
が
よ
く
な
い
、
と
基
俊
が
非
難
し
た
。
し
か

し
琳
賢
が
貫
之
の
証
歌
を
出
し
て
、
基
俊
が
黙
り
込
ん
で
し
ま
っ

（
7
）　

黒
板
勝
美
編（
一
九
三
八
／
昭
和
十
三
年
）『
公
卿
補
任　

第

一
篇
』（
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

第
五
十
三
巻
）吉
川
弘
文
館
、

三
七
三
〜
三
九
一
頁
。
新
装
版（
二
〇
〇
〇
／
平
成
十
二
年
）に
よ

る
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
8
）　

塙
保
己
一（
一
九
三
二
／
昭
和
七
年
）『
群
書
類
従
』
第
一
輯

（
神
祇
部
）所
収
、
神
祇
部
・
巻
第
五
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂

正
三
版（
一
九
七
七
／
昭
和
五
十
二
年
）に
よ
る
。
一
九
三
頁
。
漢

字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
リ
ッ
ジ
版
の
内
容
解

説
に
よ
る
と
、
伊
勢
内
外
宮
職
員
の
補
任
に
関
す
る
類
聚
だ
と
い

う
。

（
9
）　

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
事
項
は
、『
神

宮
史
年
表
』
を
参
照
し
た
。
神
宮
司
庁
編
、
二
〇
〇
五
／
平
成
十

七
年
、
戎
光
祥
出
版
。

（
10
）　

五
味
文
彦（
一
九
八
六
年
一
月
）「『
古
今
著
聞
集
』
と
橘
成

季（
下
）」、
古
代
学
協
会
『
古
代
文
化
』
第
三
八
巻
第
一
号
、
六

頁
。

（
11
）　

永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注（
一
九
六
六
／
昭
和
四
十
一
年
）

『
日
本
古
典
文
学
大
系
84　

古
今
著
聞
集
』
に
よ
る
。
岩
波
書
店
、

一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
。

（
12
）　

鷲
尾
順
敬（
一
九
三
八
／
昭
和
十
三
年
）「
瞻
西
の
説
経
教

化
」。『
日
本
仏
教
文
化
史
研
究
』
所
収
、
冨
山
房
。

（
13
）　

藤
田
寛
雅（
一
九
四
九
／
昭
和
二
十
四
年
九
月
）「
雲
居
寺
瞻

西
伝
拾
遺
」。
大
正
大
学
史
学
会
『
仏
教
史
研
究
』
第
一
号
所
収
。

（
14
）　

川
勝
政
太
郎（
一
九
五
一
／
昭
和
二
十
六
年
八
月
）「
洛
東
雲

居
寺
と
瞻
西
聖
人
」。
史
迹
・
美
術
同
攷
会
『
史
迹
と
美
術
』
二
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（
29
）　

池
田
富
蔵（
一
九
七
三
年
／
昭
和
四
十
八
年
）『
源
俊
頼
の
研

究
』
所
収
「
源
俊
頼
年
譜
」
一
〇
二
六
頁
。
桜
楓
社
。

（
30
）　

注
12
、
八
六
〜
八
七
頁
。
注
13
、
四
七
〜
四
八
頁
。『
中
右

記
』『
中
右
記
目
録
』
等
を
史
料
と
す
る
。

（
31
）　

注
13
、
四
八
頁
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

（
32
）　

藤
原
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
に
逸
話
が
見
え
る
。
藤
岡
忠
美
校

注（
一
九
九
五
）『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
29　

袋
草
紙
』
に
よ
る
。

岩
波
書
店
、
一
一
六
頁
。
上
巻
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

朗
詠
の
江
注
に
云
は
く
、
四
条
大
納
言
、
六
条
宮
に
談
ぜ
ら

れ
て
云
は
く
、「
貫
之
は
歌
仙
な
り
」
と
。
宮
曰
は
く
、「
人

丸
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」
と
。
納
言
曰
は
く
、「
然
る
べ
か

ら
ず
」
と
。
こ
こ
に
秀
歌
十
首
を
書
き
て
、
後
日
に
合
は
せ

ら
る
。
八
首
は
人
丸
勝
ち
、
一
首
は
貫
之
勝
つ
。「
こ
の
歌

持ぢ

な
り
」
と
云
々
。（
後
略
）

（
33
）　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』「
人
麿
影
供
」
項
よ
り
。
佐
々
木
孝
浩

執
筆
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
に
よ
る
。

（
34
）　

中
西
正
幸（
一
九
九
五
／
平
成
七
年
）『
神
宮
式
年
遷
宮
の
歴

史
と
祭
儀
』
大
明
堂
。「
第
一
章　

遷
宮
の
歴
史
／
第
一
節　

遷

宮
の
形
態
」、
一
九
頁
。

（
35
）　

注
34
、
二
二
頁
。

（
36
）　

同
前
。『
百
練
抄
』
を
史
料
と
す
る
。

（
37
）　

注
34
、
二
二
〜
二
三
頁
。

（
38
）　

黒
板
勝
美
編（
一
九
二
九
／
昭
和
四
年
）『
日
本
紀
略
後
篇　

百
錬
抄
』（
新
訂
増
補　

国
史
大
系　

第
十
一
巻
）八
二
頁
。
吉
川

弘
文
館
。
新
装
版（
二
〇
〇
〇
／
平
成
十
二
年
）に
よ
る
。
原
漢
文
。

た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。

（
21
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。
宮
内

黙
蔵（
一
八
八
九
／
明
治
二
十
二
年
）、
川
島
文
化
堂
。
二
〇
二
一

年
十
月
二
十
九
日
閲
覧
。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765417

（
22
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』「
岩
出
村
」
項
よ
り
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ

リ
ッ
ジ
版
に
よ
る
。

（
23
）　

異
同
の
多
数
見
ら
れ
る
歌
な
の
で
、
久
保
木
哲
夫（
一
九
九

二
／
平
成
四
年
）『
伊
勢
大
輔
集
注
釈
』（
私
家
集
注
釈
叢
刊
2
）に

よ
っ
た
。
日
本
古
典
文
学
会
監
修
、
貴
重
本
刊
行
会
発
行
。
四
五

〜
四
七
頁
。
本
書
の
底
本
は
、
流
布
本
系
で
あ
る
三
手
文
庫
蔵

『
伊
勢
大
輔
集
』
で
あ
る
。

（
24
）　

書
陵
部
蔵
本
に
よ
る
と
「
い
は
て
ら
」
と
な
っ
て
い
る（
一

二
三
番
歌
）。
ま
た
久
保
木
氏
は
『
中
臣
氏
系
図
』
の
輔
親
の
項

の
「
釈
尊
寺
建
立
也
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
岩
出
寺
が
釈
尊
寺
の

通
称
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
25
）　
「
源
俊
頼
伝
の
研
究
」
一
二
〜
一
三
頁
。
宇
佐
美
喜
三
八（
一

九
九
二
／
平
成
四
年
）『
復
刻
版　

和
歌
史
に
関
す
る
研
究
』
所

収
、「
和
歌
史
に
関
す
る
研
究
」
復
刻
刊
行
会
、
文
進
堂
。
原
版

は
、
一
九
五
二
年
、
若
竹
出
版
。

（
26
）　
「
俊
頼
の
生
涯
と
歌
風
の
展
開
」
七
三
〜
七
七
頁
。
池
田
富

蔵（
一
九
七
三
／
昭
和
四
十
八
年
）『
源
俊
頼
の
研
究
』「
第
一
編　

金
葉
集
時
代
と
源
俊
頼
」
所
収
。
桜
楓
社
。

（
27
）　

書
陵
部
蔵
本
に
よ
る
。

（
28
）　

注
26
に
同
じ
。
七
五
頁
。
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宜
等
参
入
正
殿
、
奉
出
御
正
体
并
左
右
相
殿
御
体
政
印

畢
、
而
暴
風
頻
之
間
、
御
神
宝
不
取
出
一
物
、
併
焼
失
、

仍
宮
司
任
先
例
奉
造
仮
殿
可
奉
鎮
也
、
但
中
外
院
之
中
、

忌
屋
殿
、
由
貴
殿
、
酒
殿
、
子
良
宿
、
各
一
宇
僅
所
焼

残
也
、
兼
又
荒
祭
宮
依
為
炎
上
之
中
、
成
恐
雖
奉
出
御

体
、
殿
無
焼
失
之
間
、
如
本
所
奉
鎮
也
、
焼
失
殿
舎
御

垣
門
鳥
居
霊
木
禰
宜
内
人
等
宿
館
員
数
、
追
可
注
進
之

状
如
件
、

　

仁
安
三
年
十
二
月
廿
一
日
子
時
、

 

禰
宜
正
四
位
下
荒
木
田
神
主
範
宗

 

（
中
略
）

 

祭
主
正
四
位
下
神
祇
権
大
副
大
中
臣
朝
臣
親
隆

（
41
）　

同
前
、
二
七
〇
頁
。
一
部
表
記
を
改
め
元
の
表
記
を
ル
ビ
に

示
し
た
。
原
文
を
以
下
に
示
す
。

仁
安
三
年
十
二
月
廿
五
日　

宣
旨
、

去
廿
一
日
伊
勢
太
神
宮
正
殿
東
西
宝
殿
門
垣
及
内
外
院
殿
舎

悉
以
焼
失
、
訪
之
先
規
、
曾
少
比
類
、
早
仰
記
伝
明
経
明
法

道
博
士
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
、
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
、
内

蔵
権
頭
藤
原
朝
臣
、
大
外
記
清
原
頼
業
、
中
原
師
尚
等
、
且

就
先
例
言
上
可
量
行
之
事
、
且
引
旧
史
、
勘
申
可
被
准
拠
之

蹤
者
、

 

蔵
人
頭
権
右
中
弁
平
朝
臣
信
範
奉

（
42
）　

児
玉
幸
多
・
小
西
四
郎
・
竹
内
理
三
監
修（
一
九
八
四
／
昭

和
五
十
九
年
）『
日
本
史
総
覧
Ⅲ　

中
世
二
』
四
六
頁
。
新
人
物

往
来
社
。

漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。

十
二
月
廿
一
日
。
伊
勢
太
神
宮
内
宮
焼
亡
。
正
殿
東
西
殿
門

及
内
外
院
殿
舎
悉
為
灰
燼
。
御
体
奉
取
出
之
。

（
39
）　

増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
編（
一
九
六
五
／
昭
和
四
十
年
）

『
兵
範
記　

四
』（
増
補
史
料
大
成　

第
二
十
一
巻
）二
六
八
頁
。
臨

川
書
店
。
原
漢
文
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
原
文
を
以

下
に
示
す
。

廿
四
日
辛
亥　

東
寺
灌
頂
、
権
中
納
言
資
長
、
右
中
弁
長
方

朝太
神
宮
火
事
自
院
有
召
事

臣
奉
行　
　

酉
剋
祭
主
親
隆
朝
臣
使
持
書
札
走
来
、
状
云
、

去
廿
一
日
申
剋
太
神
宮
正
殿
焼
失
、
従
権
神
主
師
朝
宿
館
猛

火
出
来
、
炎
煙
熾
盛
不
能
禦
滅
、
於
御
正
体
者
無
事
奉
出
、

暫
奉
鎮
忌
屋
殿
了
、
委
細
解
状
進
上
了
者
、
下
官
仰
天
周
章

欲
参
殿
下
之
間
、
自
院
有
召
、﹇
御
使
馬
允
清
村
馳
来
﹈、
即

馳
参
、
令
別
当
被
仰
云
、
神
宮
火
事
只
今
聞
食
及
、
如
何
、

下
官
申
云
、
親
隆
只
今
遣
此
状
、
奏
状
未
知
給
、（
後
略
）

（
40
）　

同
前
、
二
六
八
〜
二
六
九
頁
。
原
文
を
以
下
に
示
す
。

廿史
持
来
神
宮
奏
状
事

五
日
壬
子　

卯
剋
右
少
史
中
原
国
親
持
来
神
宮
奏
状
、
無

次
第
解
并
祭
主
解
状
、
宮
司
解
状
祭
主
加
名
也
、
其
状
云
、

注
進

今
月
廿
一
日
申
時
、
従
権
神
主
師
朝
之
宿
館
猛
火
出
来
、

奉
始
自
正
殿
、
迄
至
東
西
宝
殿
并
中
外
院
殿
舎
御
垣
門

鳥
居
及
禰
宜
内
人
等
宿
館
、
掃
地
焼
失
間
、
奉
出
御
正

体
并
左
右
相
殿
及
荒
祭
宮
御
体
御
政
印
事
、

右
去
御
所
乾
方
四
町
余
、
従
彼
神
主
宿
館
火
出
来
、
件

殿
舎
御
垣
門
鳥
居
禰
宜
内
人
等
宿
館
掃
地
依
焼
失
、
禰
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古
い
伝
承
を
持
つ
説
話
を
自
分
の
と
こ
ろ
ま
で
手
繰
り
寄
せ
、
さ

ら
に
は
後
代
ま
で
語
り
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い

る
」
説
話
だ
と
い
う（
三
六
頁
）。

（
し
ま
だ　

り
ょ
う　

本
学
博
士
後
期
課
程
）

（
43
）　

榎
村
寛
之
「
斎
宮
千
話
一
話

：

第
五
回　

平
安
時
代
の
「
公

定
価
格
」」。「
斎
宮
歴
史
博
物
館
」
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
。
二
〇
二
一
年

十
月
二
十
九
日
閲
覧
。

https://w
w
w
.bunka.pref.m

ie.lg.jp/saiku/senw
a/journal.

asp?record=105

（
44
）　

五
味
文
彦（
一
九
八
五
年
一
一
月
）「『
古
今
著
聞
集
』
と
橘

成
季（
上
）」、
古
代
学
協
会
『
古
代
文
化
』
第
三
七
巻
第
一
一
号
、

一
四
頁
。

（
45
）　

注
11
、
五
四
〇
頁
。

（
46
）　

注
10
に
同
じ
。『
著
聞
集
』
に
お
け
る
伊
勢
関
係
説
話
と
し

て
、
本
話（
一
六
四
話
）、
第
二
六
話
、
第
六
八
話
、
第
五
四
四
話
、

第
六
九
二
話
を
挙
げ
て
い
る
。

（
47
）　

注
11
、
六
一
一
頁
、
補
注
一
一
。
序
に
は
「
余
」、
跋
に
は

「
予
」
と
登
場
す
る
。
他
に
末
尾
の
第
七
二
一
話
に
「
成
季
」
と

三
人
称
で
登
場
す
る
が
、
後
人
に
よ
り
追
記
さ
れ
た
話
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
五
味

氏（
注
44
）は
、「
予
」
と
登
場
す
る
話
で
は
な
い
が
、
家
隆
・
隆

祐
関
連
の
説
話
に
成
季
が
登
場
し
て
い
る
と
考
察
し
て
い
る
。

（
48
）　

巻
六
第
二
七
六
話
に
関
し
て
は
、
小
野
恭
靖
氏
に
に
よ
る
考

察
が
あ
る
。
小
野
恭
靖（
二
〇
〇
一
／
平
成
十
三
年
五
月
）「
芸
能

説
話
の
生
成
―
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
と
『
古
今
著
聞
集
』

―
」、『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
八
巻
第
五
号（
特
集　

中
世
文
学

に
お
け
る
説
話
的
な
も
の
）、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
至
文

堂
、
三
四
〜
四
三
頁
。
第
二
七
六
話
は
、「
自
ら
の
音
楽
の
正
統

を
主
張
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に


